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　玄米はその個体一個か独立した生命体であって，貯蔵中において呼吸作用，外気温，湿気また微
生物等により理化学的にまた生物学的に変化Cl)(2)(3-)をきたし，これらの変化が食品としての品質に
大きな影響を与えている．即ち米の品質は収穫後の調製および管理条件に支配されるわけであり，
米質の問題の検討には収穫直後からの経時変化か観察されなくてはならない．
　高知産藤坂五号は早生米中でも貯蔵中の変化が大きく，その結果食味の低下か著しいといわれて
いる．前報(4)(゜)においてこの品種の２，３の理化学的性質と炊飯特性を調べたのであるが，当然
貯蔵中の化学成分の変化が検討されなくてはならない．谷(6)によれば化学的要因と物理的要因の
間で･は容積重および千粒重に特に相関が集中しこの二つは物理的品質のみならず，化学的品質をも
包括した観点からも妥当な品質指標となり得るという．予備試験的見地から実際倉庫に貯蔵した俵
装玄米について，対称として青森産藤坂五号および高知産中生米農林22号を選び水分合量，千粒
重，容積重一，剛度および綜合的判断資料となると考えられる発芽力について保存経過時間を追うて
概要調べたので報告する．
　　　　　　　レ　　　　　実験方法および結果
　１．一試　料
　品種は高知産藤坂五号および農林22号(高知県内各地で生産されたものを混合した)，青森産藤
坂五号(青森県南津軽郡常盤村産)であり，その品質は正常な成育のもとに生産され生産地として
普遍的な方法で乾燥調製が行われて，３等米として格付されたもので製粒歩合75％程度のものを供
試原料とし，調査期日にそれぞれ試料を採取した．
　２．貯　蔵
　保管場所は高知市若松町高知県経済連倉庫に藤坂五号は廻り４俵排10段，農林22号は６俵併12段
にして貯蔵した．なお換気は高窓，床際に通風孔を設け自然換気によっている．温度，湿度および
殼温は第１図に示した．
　庫内温度は庫外温度に左右されることは考えられるが，期間中貯蔵直後を除いては１～２°Ｃの較
差で庫内が低かった．始め高いのは夏期の高温による呼吸作用，あるいは徹生物の繁殖等による発
熱が大であり外気温の影響が少いからであろう．この事は殼温か貯蔵直後の９月から10月下旬頃ま
で高いことからもうなづかれる．これは翌夏には測定しなかったのでわからないが近藤,田村(7)(8)(9)
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　　　　　　゛　　　　　　　　　　等のいう夏期は殼温め方が庫内温よ
　　　　　　　　　　　　　　　り高いという事と一致していると思
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う．湿度は天候に影響を受けること
が多いが，試験期間中１～２月およ
び５～６月梅雨前に低い傾向が見ら
れた．なお庫内湿度は大体外界の湿
度の影響を受けて増減している．
　３．水分含量
　105°Ｃ乾燥法によった．結果を第
･1表に示したi.
　水分含ｎの多少は貯蔵の難易また
呼吸作用にも関係し品質にも影響す
る，青森産藤坂五号はいわゆる軟質
米で貯蔵前水分含ｍが多いが，三種
共に時を追うて低くなって行く傾向
が見られる．なお越冬後６月になっ
ても３者間に差が存在する．短時日
には現われないが，倉庫内の関係湿
度（9）の多少が米穀の水分の増減を
きたすというかそれらの詳細な関係
はわからなかった．
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　第１図　倉庫内外の温度，湿度及び穀温
　　　　　第１表　　水分合量の時期的変化
　　藤坂五号（高知）　　　　　　　藤坂五号（青森）
　→¬→¬
　１　　２　　３　　４　　５　平均　１　　２　　３　　４　　５　平均
９月25日
11’ 29
???
26
19
　　　　　農林22号
二匹聊
13.4 14.6 14.6 13.7 15.0 14.3 ―　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－
14.4 14.3 14.6 14.0 14.8 14.4 16.7 16.2 16.0 15.7 15.9 16.1 13.8 14.8 13.1 14.2 12.9 13.8
13.5 13.6 13.6 13.2 13.8 13.5 14.3 14.4 14.4 14.7 14.9 14.5 13.4 13.7 12.8 13.5 12.8 13.2
13.4 13.5 13.6 13.1 13.8 13.5 14.2 14.6 14.4 14.5 14.5 14.4 13.1 13.5 12.6 13.4 12.6 13.0
　４．容積重
　ラウェル穀粒計で測定した．結果は第２表の如くである．
　高知産藤坂五号と農林22号lは次第に低くなって行くが，これは水分含量の低下と平行しているか
ら主としてこの原因であろう．なお青森産藤坂五号は水分含量の関係から始め他二者に比し軽く水
分減少と共に重くなりまた翌六月に少し軽くなる，これは自己消耗の関係かも知れない．
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第２表　容積重の経時変化 (ｇ)
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　５．千粒重　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　整粒10gの粒数を測定し1000粒に換算した重量とする．結果は第３表に示した．千粒重は貯蔵
中水分含量の変化．呼吸作用の消耗等に影響せられるものと考えられる．高知産藤坂五号は多少軽
い．これは前述の水分合量の動ぎからみて自己消耗が多いという理由であろう．
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　６．剛　度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●
　整粒100粒の挫折点て測定する．米粒の剛度と品質とは密接な関係かおり，水分含量の多い･もの，
腹白のあるもの，その他品質の劣等なものは剛度低く精白の捨減がひどく，虫害を受け易いといわ
れている．しかしながら谷（6）によれば，化学的要因とは余り相関がないという．結果は第４表に
示したか，品種間に多少の差異があり，水分含量の多い青森産藤坂五号は剛度が低い．なお高知産
藤坂五号が時を経て低くなるのは貯蔵に随い組織が劣化するからであろう．
　　　　　　　　　　　　　　第４表　　剛　度　の　経　時　変　化
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７．発芽率
25°Ｃで４日間に発芽した正常粒100粒に対する粒数歩合とする．発芽試験は種子の栽培上の利用
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価値を決定するものであるj種子に適当な外囲条件が与えられると，胚は非常に大きな速度で発芽
生長し始める．どの胚組織の庭育にと谷て不可欠の有機養料は原則として先ず種午自身の保有する
　　　　　　ｙ　　　　　　　　　　　　「｀　　　　●　．Ｌ吼|貯蔵物質によってまかなわれるよゆえに君子として玄米が発芽能力を失うことは，その生命体に何
等かの変化かおこり，体内の代謝機能に講堂をきたしひいて理化学的および生物学的変化にきたし
ているのであり，当然食味にも関係して孝るわけである．　したがっ゛て米の発芽能力は米粒自体の異
常を知り品質の優劣の判断に有力な手がかりを与えてくれることになる．結果は第５表及び第２図
に示した．　　　　　　　　　　　　　　　　．
第一S表犬　一発･芽．率　の　経　時　変　化 (％)
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　一般に発芽力は貯蔵日数の経るにしたが
って低下し行くことは知られているが，本
試験においても次第に低下の傾向が見られ
る．高知産藤坂五号は減少率が多くしかも
越冬前に70％近くまで下る．なお発芽勢も
弱かった．これらの事実は高知産藤坂五号
について注目すべき性質である．高野(1o)，
田村(3)によれば条件は異るが越冬後翌６
月以降10月にかけて下っているか越冬前に
低下することは早生米の性質上刈取後乾
燥，保存に際して直ちに高温多湿の夏期の
気象条件に会い，そのためこのような現象
が起るのであろう．高知産早生米がすべて
この傾向かどうかわからないか，本品種の
貯蔵生理と共に充分検討される必要があ
ろう．　　　　　　　　　　　　　　　　●∧
　８．要　約
　（1）藤坂五号（高知，青森県産）および農林22号の貯蔵玄米について水分含量，容積重，干粒
重，剛度および発芽試験を行うた.‥　　　・，
　（2）貯蔵後しばらく殼晨は庫内温度より高く刈取後の高温多湿の期間を経る高知県産早米の変質
を推定せしめた.
　（3）貯蔵後時を経る.にしたがい水分量は次第に減るが両県産間には越冬後６月になっても約１％
の差があった.　　　　　　　　　　　I，　j
　（4）容積重は青森産藤坂五号が多少蔭きを異にする.
　（5）千粒重から見ると高知産感涙五号の白と消耗か大きい様である.
　（6）剛度は青森産藤坂五号が低い．なお高知産藤坂五号は，ときを経て剛度が低くなり組織の劣
化を思わしめる．　　　　　｀･　＼
米　に　関　す　る　研　究（5）　（岡　崎） ５
（7）発芽率は高知産藤坂五号は貯蔵後短時間に格別低下し，特異性のあることを推定せしめた．
　種々御配慮をいただいた農林省高知食糧事務所検査課矢野川，笹岡，杉本，山崎技官に厚く感
　謝する．
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　　　　　　　　｡　‾’　　　　　　　　　　　Summary
　Concerning　each of　the　stored and　uncleaned　rices　of　Fujisaka　No. 5　and　Norin
Ｎ０.　22, the amount of　moisture。the　weight of　capacitv, the weight　of　ａ　thousand
grains, the strength, and the test of sprouting were examined.
　The early-grown rices from Kochi are presumed to he changed the qualities, as they
have passed through the　condition of high　temperature　and high　humidity after being
reaped.
　After storage the amount of moisture had gradually decreased with the lapse of time,
and there was a difference of approximately 1 % between Fujisaka N0. 5 from both the
prefectures in six months after the close of the 01d year.
　In the weight of capacity Fujisaka N0. 5 from Aomori slightly differs from the other.
　Judging from the weight of ａ thousand grains, the amount of selfdecrement of Fujisaka
No. 5 from Kochi seems to be larger･
　In the strength Fujisaka No. 5 from Aomori is lower.
　ＢｅＳはes, Fujisaka No. 5　from Kochi is　lowered　the　strength　as days go by　and
suggests the lower quality of the organism.
　The rate of sprouting of Fujisaka　N0.5 from　Kochi　seems　to　go　down　in ａ short
space of time after being stored.

